
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 
 

<ぞうきんについて> 

〇各家庭、ぞうきんのご協力ありがとうございます。まだの方は 5/12（金）までに持ってき

てください。お忙しいところ恐縮ですが、よろしくお願いします。 

<メーリングリストについて> 

〇メーリングリストのご登録ありがとうございます。こどもセンターからのお知らせや給食便

り、施設便りなどを除くお便りを一斉メールで送らせていただいております。 

メールが届かない時やアドレスを変更された場合は支援員までお知らせください。 

〈新任職員について〉 

〇新たに山根訓雄、伊澤操が入りました。よろしくお願いします。 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和５年５月２日 第２号 

５ 

 

月 

予定 

・やりたいことやっちゃおうデー 5月 17日（水） 

 

・避難訓練 5月 19日（金） 

 

「ピカピカの一年生」 

 真新しいランドセルがうれしくて笑顔で

こどもセンターに帰る一年生。「先生、宿題が

あるんよ」とはりきっています。しかし、や

る気満々ではじめたものの「分から～ん」と

悩む姿が…そこに救世主が登場。上級生が丁

寧に教えてあげていました。その姿に頼もし

さを感じる支援員でした。 

 

新緑が輝く中、つつじやさつきの花が美しく映える季節となりました。こどもたちそれぞれ

に、少しずつ新しい環境や学校生活に慣れてきた頃かと思います。 

GW 明けとともに、新型コロナの５類移行が正式に発表されました。コロナ禍により、オン

ラインでのミーティング等が一気に普及し、インターネット環境が浸透した今、直接人と会わ

なくても必要な情報や品物が簡単に手に入るようになりました。そのような時代だからこそ、

成長期の子どもたちに必要とされるのは、他者との関わりと自己肯定感だと思います。学童で

は縦割りの生活の中で、自然と学年を超えた交流が生まれ、さまざまな仲間との活動を活発に

行っています。そんな中、いつもと違う仲間や環境への適応が苦手な子どもは少なくありませ

ん。いかにスムーズにそのハードルを越えるのか、私たちまわりの大人は、常日頃からその子

の課題に寄り添い、丁寧に接する存在でいたいと思います。こどもたちが互いを思いやり、自

分の強みを意識しながら協力し合う中で、豊かな心を育んでくれることを願っています。 

 

所 長 浅野 英臣 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラブの様子 

こいのぼりを作って遊びました。ポイントはなん

といっても“鱗”。折り紙で兜を一つひとつ丁寧に

折って鱗にしました。元気よく泳いでいる姿をぜ

ひ見に来てくださいね。 

 毎日のように卓球大会が開かれ、上級生

が 1 年生に教える姿もあり、学年を越えて

楽しむ姿が見られています。 

 写し絵が今ブームです。絵を見て書

くよりも上手に描けるので、「次はこれ

描こう」とうれしそうにたくさん描い

ています。 

 マンカラやウノでよく遊んでいます。だんだ

んとやっているうちにどうやったら勝てるか

考るようになりました。あそびを通して工夫し

て取り組む力を伸ばしていきたいと思います。 

 


